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はじめに 

Li イオン電池は、高容量、長寿命、環境汚染が少ないなどの利点があり、小型携帯電子

機器に広く応用されている。しかしながら、可燃性の有機液体電解質を用いるため、安全

面に問題を有している。この課題を解決するためには、液体電解質を無機固体電解質に置

き換えた全固体 Li イオン電池を開発することが有効である。我々は、酸化物固体電解質で

あるアルミニウム置換リン酸ゲルマニウムリチウム(LiAlGePO)に着目し、研究を推進して

いる。今回は、プラズマスパッタリング法を用いて LiAlGePO薄膜を作製し、その構造およ

び電気的特性を評価した。  

実験結果 

スパッタリング成膜時の Ar ガス圧力を

3.75 mTorr、Arガス流量を 20 sccmと固定し、

ターゲット－基板間距離 z とプラズマ生成

RF電力を実験パラメータとして、LiAlGePO

薄膜を堆積した。図 1に SEM断面図を示す。

(a)と(b)は、それぞれ電力密度 5.92 W/cm2と

7.89 W/cm2 で作製した膜である。両膜は空

孔などがない緻密な膜となっているが、電

力密度の低い(a)の膜には、僅かに凹凸形状が

観測された。図 2 に膜中 P/Ge 組成比率のプ

ラズマ生成電力密度依存性を示す。電力密度

を 下 げ た 時 、 P/Ge 比 率 は 使 用 し た

Li1.5Al0.5Ge1.5(PO4)3 スパッタリングターゲッ

トの組成比から見積もられる値 2 に近づく

傾向が観測された。講演では、各成膜条件の

膜の組成比と電気的特性の関係について議

論する予定である。 
図  2. LiAlGePO膜中 P/Ge比率のプラズマ

生成電力依存性. 

図  1. LiAlGePOの SEM断面図. 
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